
福祉用具専門相談員とは

「福祉用具のプロフェッショナル」「福祉用具のプロフェッショナル」

こんな仕事をしています！

具体的
には

●選定相談 ( アセスメント )
ケアマネジャーからの依頼にもとづき、ご利用者宅
を訪問します。
まずはご利用者の身体の状態（疾病など）、住居環境、
希望する福祉用具などを把握することから始まりま
す。ご利用者がどのような生活を望まれているか、ま
たどのようなことにお困りか、しっかりとお話を伺
うことが重要なポイントとなります。

●計画作成 ( プランニング )
ご利用者からのご相談内容にもとづき、福祉用具の
利用計画(具体的なサービス内容)を計画書に記載し
ます。
計画書を作成する際、ご利用者の基本情報（氏名、年
齢、性別、要介護度等）、福祉用具が必要な理由、理由
目標を把握することは非常に重要です。そのうえで
具体的な福祉用具の機種と当該機種を選定した理由
を計画書に記載します。

●他職種との連携
モニタリングにより見つかった不具合や、利用者・家族からの要望、利用状況の変化などを、ケアマ
ネジャーへ報告します。
福祉用具の再検討が必要な際には、サービス担当者会議に出席し、見直しの検討にも参加します。
様々な専門職と情報を共有し連携を図るのも、福祉用具専門相談員の大切な役割です。
退院時には、作業療法士（OT）や理学療法士（PT）などとも連携します。

●納入
計画書にもとづいた福祉用具をご利用者宅に納入
し、お身体の状態や使用環境に合わせて、福祉用具の
調整を行います。

●取扱説明
福祉用具を安全にかつ有効にお使い頂けるよう、取
扱いについてご説明します。
実際にご使用頂き、分からないことや不安なことが
ないかなど、十分に確認する必要があります。取扱い
のご説明については、最初の一度だけでなく、必要に
応じて何度でも行います。

●訪問確認 (モニタリング)
ご利用者宅を定期的に訪問し、ご利用状況に問題が
ないかを確認します。
使用状況の確認や、心身状態・生活環境に変化がない
か、福祉用具に異常がないかなど確認・点検を行いま
す。状況に応じて、ご利用中の福祉用具の交換等を行
う場合もあります。

福祉用具専門相談員の

やりがいとは…

実際に伺ってみました！

福祉用具をお使い頂き、目の前の方が
喜んで下さることで、もっと頑張ろう

という気持ちになりますし、自分が
世の中の役に立っている実感
を味わうことができるのが、この仕
事の魅力だと思います。  （Iさん）

最初の頃はご利用者やご家族と少し距離が
あり、どのように関係を築いていけばいいか
悩むこともありましたが、定期的な訪問によ
り徐々に信頼を得られるようになりました。
今では、ご利用者から色々ご相談を頂くこと
も多いです。ご利用者と長きにわたっ
て顔が見えるお付き合いができるこ
とは、この仕事ならではの喜びだと思いま
す。（Ｎさん）

実際に伺ってみました！

やはりご利用者とその介護者の
方に大変喜ばれるということです。
ご利用者が困っていることを正しく理解
し、自分の提案によって困りごとが解決
できたとき、自然と「ありがとう」や「助
かった」といった声をかけてもらえるよ
うになります。    （Mさん）

自分の提案やお持ちした福祉用具により、ご
利用者様やご家族に喜んで頂ければ、自分自
身もとても嬉しいですし、もっと何かできな
いだろうかと、モチベーションが高まります。
福祉用具が効果を発揮しご利用者
の生活の質が上がった時、とてもや
りがいを感じます。    （Aさん）

ケアマネジャーさんから、福祉用具の選定
についてアドバイスを求められたり、相談
を受けたりする時は、「福祉用具専門相談
員」として、とてもやりがいを感じます。信
頼して頂いていることを実感しますし誇
りに思います。責任も重大ですか
ら、福祉用具のプロとして更に
スキルを磨いていこうと思います。

（Kさん）
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管理番号

作成日

福祉用具

専門相談員名

相談日

住所 ＴＥＬ

居宅介護支援事業所 担当ケアマネジャー

 

フリガナ 性別 生年月日 年齢 要介護度 認定期間

利用者名 様 　 M・Ｔ・Ｓ　　年　月　日 ～

一般社団法人 全国福祉用具専門相談員協会（30版　基本情報)

ケアプランに
沿って留意点を

ご相談しましょう 福祉用具選定の
ポイントが

いくつかありますね

　いかがでしたか・・・

　皆さん、やはり一番のやりがいは、「お客様であるサービスご利用者や、

　その家族の方に喜んで頂くこと」だとお話しされています。

　福祉用具専門相談員の仕事に興味を持たれた方、まずはお住まいの地域の、

　福祉用具供給事業所のホームページを覗いてみませんか。

　当協会では、会員となっております全国各地の福祉用具供給事業者をご紹介しています。

　https://www.fukushiyogu.or.jp/jigyo/jigyo.html
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という気持ちになりますし、自分が
世の中の役に立っている実感
を味わうことができるのが、この仕
事の魅力だと思います。  （Iさん）

最初の頃はご利用者やご家族と少し距離が
あり、どのように関係を築いていけばいいか
悩むこともありましたが、定期的な訪問によ
り徐々に信頼を得られるようになりました。
今では、ご利用者から色々ご相談を頂くこと
も多いです。ご利用者と長きにわたっ
て顔が見えるお付き合いができるこ
とは、この仕事ならではの喜びだと思いま
す。（Ｎさん）

実際に伺ってみました！

やはりご利用者とその介護者の
方に大変喜ばれるということです。
ご利用者が困っていることを正しく理解
し、自分の提案によって困りごとが解決
できたとき、自然と「ありがとう」や「助
かった」といった声をかけてもらえるよ
うになります。    （Mさん）

自分の提案やお持ちした福祉用具により、ご
利用者様やご家族に喜んで頂ければ、自分自
身もとても嬉しいですし、もっと何かできな
いだろうかと、モチベーションが高まります。
福祉用具が効果を発揮しご利用者
の生活の質が上がった時、とてもや
りがいを感じます。    （Aさん）

ケアマネジャーさんから、福祉用具の選定
についてアドバイスを求められたり、相談
を受けたりする時は、「福祉用具専門相談
員」として、とてもやりがいを感じます。信
頼して頂いていることを実感しますし誇
りに思います。責任も重大ですか
ら、福祉用具のプロとして更に
スキルを磨いていこうと思います。

（Kさん）

利用者、
ご家族など

病院での
医療従事スタッフ

ケアマネジャー 福祉用具専門相談員

理学療法士
作業療法士

医師 看護師

総合的な
援助方針

利用者及び
家族の生活

に対する意向

□ 戸建

家
族

( エレベーター □ 有

利
用
者

無 ）
例：段差の有無など

□ 集合住宅 (

□

ほとんど伝
達できない

□
伝達でき
ない

住環境

□

階 )

利用者から確認できなかった

□ 全介助 意欲・意向等

利用者の意欲・
意向,今困って
いること（福祉

用具で期待する
ことなど）

□ 利用者から確認できた

全介助

□

視覚・聴覚

居宅サービス計画

意思の伝達 □

意思を他者
に伝達でき
る

□
ときどき伝達
できる

□

更衣 □
自立
(介助なし)

□ 見守り等 □ 一部介助 

食事 □
自立
(介助なし)

□ 見守り等 □ 一部介助 

利用している
福祉用具

排泄 □
自立
(介助なし)

□ 見守り等 □ 一部介助 □

特記事項
入浴 □

自立
(介助なし)

□ 見守り等 □ 一部介助 □ 全介助

移動 □
自立
(介助なし)

□ 見守り等 □ 一部介助 □

全介助

屋内歩行 □
つかまらな
いでできる

□
何かにつか
まればできる

□

全介助

屋外歩行 □ つかまらないでできる□
何かにつか
まればできる

□ 一部介助 □

座位 □ できる □
自分の手で支
えればできる

□
支えてもらえ
ればできる

□ できない

できない
他のサービス

利用状況
できない

一部介助 □

家族構成/主介護者

移乗 □
自立
(介助なし)

□ 見守り等 □

障害日常生活自立度

一部介助 □ できない

□ 全介助 介護環境一部介助 

一部介助 □
つかまらな
いでできる

□
何かにつか
まればできる

□

立ち上がり □
つかまらな
いでできる

□
何かにつか
まればできる

□

疾病

身長 ｃｍ 体重

□ できない 認知症の日常生活自立度

特記事項

麻痺・筋力低下

寝返り □
つかまらな
いでできる

□
何かにつか
まればできる

□ 一部介助 □

起き上がり

kg

身体状況・ＡＤＬ ( 年 月

できない

) 現在

ケアマネ
ジャーとの
相談記録

ケアマネジャー
との相談日

相談内容 相談者 利用者との続柄

ふくせん 福祉用具サービス計画書
(基本情報)

管理番号

作成日

福祉用具

専門相談員名

相談日

住所 ＴＥＬ

居宅介護支援事業所 担当ケアマネジャー

 

フリガナ 性別 生年月日 年齢 要介護度 認定期間

利用者名 様 　 M・Ｔ・Ｓ　　年　月　日 ～

一般社団法人 全国福祉用具専門相談員協会（30版　基本情報)

ケアプランに
沿って留意点を

ご相談しましょう 福祉用具選定の
ポイントが

いくつかありますね

　いかがでしたか・・・

　皆さん、やはり一番のやりがいは、「お客様であるサービスご利用者や、

　その家族の方に喜んで頂くこと」だとお話しされています。

　福祉用具専門相談員の仕事に興味を持たれた方、まずはお住まいの地域の、

　福祉用具供給事業所のホームページを覗いてみませんか。

　当協会では、会員となっております全国各地の福祉用具供給事業者をご紹介しています。

　https://www.fukushiyogu.or.jp/jigyo/jigyo.html


